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「
本
庄
市
立
地
適
正
化
計
画
」

（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
結
果
に
つ
い
て

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
結
果
、
寄
せ
ら
れ
た
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
計
画
（
案
）
は
、
都
市
計
画

課（
市
役
所
２
階
）又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
�
１
１
３
６

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
10
月
23
日
㈪　
午
前
10

　
時
～
11
時
15
分
、
午
後
０
時

　
30
分
～
４
時

場
所　
本
庄
市
役
所

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
人
（
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

　
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

　
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

　
あ
る
人
に
限
り
ま
す
）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、

献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

種
類　
全
血(

４
０
０
㎖
・
２

　
０
０
㎖)

※
４
０
０
㎖
採
血
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ

４
０
０
㎖
献
血
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
２
０
０
㎖
献
血

に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
量
が

集
ま
り
次
第
、
終
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

を
同
時
実
施
】

対
象　
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の

　
人

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、

ご
協
力
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
２
０
０
３

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
の
発
売

　
今
年
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン

ボ
（
旧
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
）

宝
く
じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前

後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
。
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
５
、

０
０
０
万
円
と
同
時
発
売
で
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　
10
月
11
日
㈬
～
31

　
日
㈫

★
（
公
財
）
埼
玉
県
市
町
村
振

　
興
協
会
☎
０
４
８
―
８
２
２

　
―
５
０
０
４

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

平
成
30
年
版
「
埼
玉
県
民

手
帳
」
を
販
売
し
ま
す

11
月
30
日
ま
で
麻
薬
・
覚
醒

剤
乱
用
防
止
運
動
を
実
施

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　 ★秘書広報課☎�１１５５

市長コラム
しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

に
よ
る
援
護
金
申
請

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

の
中
か
ら
、
生
活
困
難
の
た
め

に
支
援
を
要
す
る
世
帯
に
対
し

て
援
護
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
援
護
金
を
希
望

す
る
場
合
は
申
請
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
世
帯　
市
内
に
住
所
を
有

　
し
、
世
帯
全
員
が
市
県
民
税

　
非
課
税
で
次
の
①
又
は
②
の

　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

　
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
及
び

　
施
設
入
居
者
を
除
く
）

①
障
害
者
手
帳
（
身
体
１
・
２

　
級
、
知
的
Ⓐ
・
Ａ
、
Ｂ
、
精

　
神
１
・
２
級
）
を
お
持
ち
の

　
方
の
い
る
世
帯

②
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

　
世
帯

受
付
期
間　
11
月
15
日
㈬
ま
で

　
（
当
日
消
印
有
効
）

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・

　
祝
日
を
除
く
）

申
請
方
法　
申
請
書
は
９
月
15

　
日
発
行
の
社
協
だ
よ
り
又
は

　

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

　
生
活
自
立
支
援
課
（
市
役
所

　
１
階
）
の
窓
口
で
配
布
す
る

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
・
押
印
し
郵
送
又
は
直
接

　
左
記
へ
持
参

郵
送
先

　
〒
３
６
７
―
０
０
５
２

　
本
庄
市
銀
座
１
―
１
―
１

　
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

※
援
護
金
の
交
付
決
定
は
、
審

査
の
う
え
決
定
し
、
後
日
連
絡

し
ま
す
。

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
２
７
５
５

サ
イ
ズ　
大
型（
14
㎝
×
9
㎝
）

色　
２
種
類
（
黒
・
グ
レ
イ
ッ

　
シ
ュ
ブ
ル
ー
）

価
格　
５
０
０
円
（
税
込
み
）

販
売
期
間　
10
月
13
日
㈮
～
12

　
月
15
日
㈮（
完
売
次
第
終
了
）

販
売
場
所　
商
工
観
光
課
（
市

　

役
所
４
階
）・
環
境
産
業
課

　
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）

★
商
工
観
光
課
☎
�
１
１
７
５

　
環
境
産
業
課
☎
�
１
３
３
４

　
保
護
者
の
病
気
や
死
亡
、
育

児
放
棄
や
虐
待
な
ど
何
ら
か
の

理
由
に
よ
り
、
家
庭
を
失
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
を
一
時
的
又

は
継
続
的
に
家
庭
で
受
け
入
れ
、

育
て
て
い
る
の
が
「
里
親
」
で

す
。

　
里
親
制
度
は
、
家
庭
の
ぬ
く

も
り
の
中
で
愛
着
関
係
を
築
く

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
健
全

な
成
長
を
図
る
制
度
で
す
。
今

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
家
庭

の
ぬ
く
も
り
を
求
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
里
親
に
な
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
里
親
制
度

に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
埼
玉
県
熊
谷
児
童
相
談
所

　
☎
０
４
８
―
５
２
１
―
４
１

　
５
２

埼
玉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
を
募
集

　
埼
玉
県
で
は
、
地
域
に
お
け

る
地
球
温
暖
化
防
止
普
及
活
動

の
担
い
手
で
あ
る
「
埼
玉
県
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」

と
し
て
、
平
成
30
年
４
月
か
ら

２
年
間
、
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

申
込　
募
集
要
領
で
応
募
要
件

　
等
を
確
認
の
う
え
、
11
月
30

　
日
㈭
ま
で
に
応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.p

ref.
saitam

a.lg.jp/a0502/
suishinin.htm

l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策

　
課
☎
０
４
８
―
８
３
０
―
３

　
０
３
３

　
薬
物
乱
用
は
１
回
で
も
「
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

　
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

薬
物
乱
用
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

薬
物
で
お
困
り
の
人
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１

滞納整理強化期間
10 月〜 12 月

「ストップ！滞納」を合言葉に徴
収対策を重点的に進めます。市税
が未納になっている人は、早めに
納付をお願いします。

★収納課☎�１１２０

里
親
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

〜
10
月
は
里
親
月
間
で
す
〜

両陛下の奉送迎（お見送り）
　天皇皇后両陛下におかれましては去る９月21日、
県内ご旅行を終えられ本庄早稲田駅からご帰京され
ました。天候は快晴となり、駅までの沿道には大変
多くの市民の皆さまが集まり、日の丸の小旗(その中
の500本は市内有志の方から寄贈されました)を振り
大歓声で両陛下の御車両をお見送りしました。私も
小林市議会議長と共に本庄早稲田駅ホームにて両陛
下をお見送りさせていただきました。
　平成の御世も来年で30年となります。この間、国
民の幸せを常に祈られ、全身全霊でお務めを果たさ
れておられる両陛下には、ただただ頭の下がる思い
です。
　本庄市への行幸啓(両陛下ご一緒のお出かけ)は平
成16年10月22日以来13年ぶりです。前回は埼玉国体
開会式ご臨席前日の県内ご視察で、完成して間もな
い本庄早稲田駅にご到着の後、本庄市役所にて上田
知事より県勢概要をご聴取、その後ご昼食（当時の
茂木市長、内島市議会議長陪食）と記録にあります。
中山道をはじめ沿道においては、今回同様多くの市

民が集まり歓呼の声で両陛下をお見送りしました。
　当時はまだ本庄早稲田駅周辺は小さな駅前ロータ
リーだけで、今回両陛下がお通りになられた中央通
りも無く、見渡す限りの田園風景だったことを思い
出すと、まことに感慨深いものがあります。行幸啓
とは、前回の両陛下お出まし時との対比で我々に時
代の流れと地域の移り変わりをくっきりと教えてく
れるものなのかも知れません。
　我が国の皇室は史実とされる天皇の時代から数え
ても、世界の帝室王室の中で最も古い歴史を有し
ておられます。歴代天皇は国民の幸せを常に祈られ、
政治権力ではなく権威の象徴であられました。そし
て国民もそのようなご存在を敬愛尊崇し、こうして
日本の国は今日に至っております。その美しい国柄
が、まさに本庄市においても９月21日に顕現したと
言えるでしょう。この国柄を子々孫々に伝えていか
ねばと心を新たにいたしました。
　結びに、奉送迎に参加された市民の皆さまをはじ
め、沿道の清掃整備や当日の警備等に当たられた関
係者すべての方々に心から感謝申し上げます。
                                       本庄市長 


